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” 紅楼埜”詞語江粋
緒 方 男
前 言
　学刃外国語学的人，随着学力的提高自然而然的踏入研究小；iS2的騎段。尤其是研究中国語学的人
椚，多少鶴爽“通俗小説”的必要，但是連中国人1門也堆以十分了解的詞語，我偲外国人念能磯実
地把握曙？逮就是我｛門所以希翼出現一’部専門小説詞典的理由。几年来我晴常地提偲　“一・都通俗小
説虚有・都専門釣注解；1’」”以斎演考随時検査。但是至今逐没脊・本能満足我｛門希望的専門注解小
説的憲：籍と籍版。
　在六七年以前冬天，京都郊外的一・冷窟宇里．我光栄地有机会陪着恩師金子、倉石薩位先生去ど
素菜。席上偶然談到線エ楼埜”遂受了1糎位先生的態恵，接受了清末“銚梅傭”先生遺著〕勺く紅楼
埜類索》中的“方欝謡諺”il9注明工作。因為銚先生是鎮海（漸江）人，因此他所説的方蕎就能算
入北方話，歪少也可能説，轍晴在下江一一一帯根不容易肝到的謡語。迭是引人非常入班蟹内地方。我先
把迭全工作分為五段。
　第…段：詞旬的椥潟。
　第二段：注明検出的詞句っ
　第三三段：例文的卜B革。
　第四段：編排索引。
　第五段：轡清，
　予是我馬上升始第一段酌検索語瀧工作。先着手的是把所有的旬子按着耕音排列整吝，再要填写該
句的撫処章翻。但是…一弄始我就磁了…全大釘子。羅為銚先生所逸捧的講i二是挨着字数排列的，杁
劔字型五十↑字，並且互栢毫元連系，当然也没有章回的注明。一封我対附干多酌語句，根堆措施，
擁以説是束乎光策而巳。不這迭段工作随着肘間的経せ，也就一ノトィ＼都罷露本来爽梱，三年以后差
不多都磯定了出処。但是由予原木的異同或付印殴的疎漏等原因，未免有十旬左右的覚不能査出。
拗艮醗望専塚和一・舷渋者儒，如果将来笈見肘多多指教刎正。
　第二段是付注工作，按理，這厳該是我来魚責注解釣，不這我一冷II本人学沢有隈又悟有牽強笈
生錯誤的地’Jlf，　i／kl此決心一切注解都要照下馳齎く波語詞ジ具〉“lv国プ：辞典編纂処”，＜小説詞語
江二経〉“陸澹安”，和《紅楼埜》“作家出版ikl二”的注解来注明，査不出来的或比較燈以理解的，
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用我自己的解経来注解。
　第三段是殿澤例文。本詞典為了　泥的漢者椚的方便，採用了作象出版社笈刊的紅楼埜倣力底子，
困力嘗是現在日本最容易災到的一一本。所収的例子，毎一句都有説｝舌人的“性鋼、防級、老少、教
葬、籍貫等，以衝炎別瞬有所貢献，囚此尽鍛記載以供参考。　日文的繕洋工作也是相当費脳筋的一
全問題。有的真不容易雌成日文，有的根本日文没有舎造的表現。幸ぢ受了恩師金銃本先生的懇切
指導能鍍得劉大錯変成小踏，我謹籍此表示感謝。
　逮祥前后費了八年豹日子，用了五千張豹稿概才完畢了不能十分満意的大概工作。但是闘舶勺清
況前途困唯逐根多，迭些稿子一・附也不能整全ル出版，只好掘升契的仮俣十多／1＼詞能鑛付印笈表的，
請凄者椚指教和批評。隅憶我釣逮次工作砥能算是研究“紅楼埜”注解学的九牛一毛，但是也可以
自豪地説，或者能対后来的研究通俗小説的人偲有一些稗益，希望不久的将来能実現　“一普［～小説就
有一部注解朽”的新晴代。
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〈紅楼埜炎索〉原序
　雪芹曹氏，以極古蓋今之学，撰空前絶后之朽，繭函洋洋，力巻者百有二十。上自公卿，下及屠
販，圏不瑛之而贋噴然称道之。然心解者少，耳食老多，大抵％緒紛繁，得此遺彼，信非澄心黙沢，
膚不能弁其途者。麟居之暇，分炎蒐緯之，力漢者作南針之指，而以鄙見所獲者附之。至章晰条分，
余捌有著，鼓不夏罵云。心無所用，較己猶賢，姑分力二冊存稿。暇R校朴完成，再行分巻可耳。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　威豊十年庚申秋七月復翁手抄
＜紅楼夢炎索》魏序
　是朽原名膜紅楼埜綱領，分上下薩巻，鎮海眺梅伯先生遺著也。先生以駐文名家，能朽画，好漢
紅楼螢説部，今坊間有大某山入手批紅楼埜本，即出先生手筆。是お恵括全お，因美指豪，綱目井
然，墨余築，非能手不み也。前年春，余理故籍，得是朽，源力先生手稿，乃力校写一這，謀付創
圃。会故友同里洪通叔讃主筆遠東日掘，見蒲好之，霞索副本排日刊登振詣，未終巻蒲振紙中綴，
夏一年，洪君亦帰道山，校印既竣，雷念故人，弥深黄櫨之痛夷！
　　　　　rl・5隼民国二十九年十月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慈難魏友秦沢鴛楼
le1
　　1．　〔阿季勿ノレ〕　　（19，188）
　李婿婿所了，又気又擁便説道，‘も我不信他逮仏杯了腸子！別説我吃了…碗牛鋤，就是再比逮VE、値
銭的，也是慶該約。維道待襲入比我迷重7雅道他不想想忽仏長大了？我的撫変了妨，吃的長逮仏
大；如今我吃他碗牛妨，他就生代了？我偏吃了，看他忽仏着！伺く椚霜襲人不知忽仏祥，那是我手
塁調理出来錦毛Y美，1卜仏阿物児！”…・面説，一面賭銭把酪全吃了。又…卒Y桑笑遂：“他｛門不会
説話，怨不得亦老人家生儀。宝玉迩送寮西給亦老人家去，畳有力逮介不自在的？”李嬬婿道：“陣
也不必形（狐媚子喋我，打量上次力茶撮茜雪館事我不知適泥！明児有了不是，我再来領。説着，賭
鑑夫了。
L　〔阿物ル，
　猶誘棄酉，対人之戎称或軽蔑之称。＜汲ン東繭，嫁侠Q　（指人）《小ノ
　如岡説く什仏東【獲”，是卑視的口就Q〈人〉
○伽逮仏介阿物ル，也武行了大運了（）
○我也老了，那里葬不繊那阿物来迷懐他不成！（42）
○連我研弓自｛ナ也運‘芋規矩ヴ崖，　侮く是イ十仏F可物ノレ，　M；斗ξ胡酷胃　（58）
2．〔毛Y羨〕
　謂小女後。《双》
3．　　〔撫瓜妙濁子〕
　狐媚。講絹柔媚方法以惑入，掘｛狐媚偏能惑主”，見騙寅王文。《波〉
　狐媚魔倒◎傲出媚恣迷人。《小》
○凍来逮樺，我説那援子鯛不像那狐蠣魔働：i勺（44）
〔訳〕
　乳母の李婆やはそれを聞くと，腹立たしいやら恥ずかしいやら，「わしはあのこがそんなはら
わたのくさったやつだとは思わなかった。わしが牛乳はおろか，たといこれよりもっとねうちの
あるものを食べたとしても，あたり前じや。それともなにか襲人の方がわしより大切とでもいう
のかい。　まさかあのこはどうやって大きうなったかくらい思わぬことはあるまい。わしの血が乳
になって，それを飲んでこんなに大きくなったんだぞ。今わしがあのこの牛乳を一ぽい飲んだと
いって，あのこが怒るとでも思うかい？わしは煮地にも飲んでやる，あのこがどんなにするか見
てやるんだ／お蔚らは襲人をどう患”）ているか知らないが，あいつはわしの手で仕込んだ小娘
じゃないか。なんだい，あんなやつ／」そういいながらむかっ腹を立てて，酪をすっか幌ドらげ
てしまいました。と一一・人の腰元がにこにこしながら，「この人たちqが下手なので，お婆さまが
お腹を立てなさるのはごもっともです。窯玉さまは常々何かとあなたに物をさしあげていらっし
ゃったくらいですもの，これくらいのことでご気分を悪くなさることがありますものか？」李婆
やは，「お蔚も猫なで声でわしをたぶらかそうとしてもだまされんぞ。察すると：ろ先にお茶の
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ことで茜雪が追い出されたことをわしが知らんとでも思っているな！あとになって不都合という
ことならわしが責任をとってやるわい。」といいながら，プリプリして立ち去りました。
　　2．　　こ曖声鐸又気〕　（33，357）
　覆政道：“好端端的，郁麺羨喪航的rl害什仏？方才雨村来了，要見郁，那半天才出来！既出来了，
全無一点慷慨揮酒的談吐，伍是委委裟裟豹。我蒲郁瞼上一囲私欲愁悶汽色！送会子又曖声嘆航，
侮那些逐不足，迷不自在？無故違祥，是什仏原故？”宝玉素臼墨然口角伶｛利，此肘一心却力金釧
児感傍，恨不褥也，身亡命狽，如今見他父親説逮些話，究菟不葭折明白了，只是証怪的姑着。
　1．〔暖声吸純〕
　　暖。感吸詞，表傷感或痛惜。＜浪》・
　　暇艦。心有憤響以暇息艀其椀之講。＜汲＞　　　　　　　　　　　　　　　　s
　2．　　〔委委理迂霞〕
　　委裟。①講拘於小：皆。②謂志小行卑。＜N＞
　3．〔一団私欲愁悶尺色〕
　　人に雷えずに自分の心の中でいろいろ思い悩んでいるような顔色。照は燈詞Q
〔訳〕
　質政は，i一さしたることもなきに，頭をたれ気力がなく何のためSl，ぞ？今しがた雨村が面接し
たき旨申しいれたるに，かほどの時に瀬く顔を妃せおる。出てきたかと思うに，さらに悲憤慷慨
の気色も晃えず，依然小飾に拘泥したるそのさま。わしにはそちの顔に秘めたるはしたなき憂い
のあるのが見ゆるぞ。この期に釜ってたあ怠吐息とは何事，そちに侮の不足，侮の不決があると
申すか？故なきこのありさま，何としたことじゃ。」宝玉はZl∫素弁舌さわやかな方ですが，一途に
金釧ルのことで感傷的になっていて自分も死んでしまいたいという思いで一ぱいでしたので，今’
父にこういわれてもついぞ耳にはいらず，ただぼんやりと立っていました。
　　3．〔哀天叫地〕　（25，254）
　正没介撫意，只見鳳姐乎・持一把明晃晃鮒刀，歌進園来，見鶏殺鶏，見犬殺犬，見了人，燈着眼
就要殺人。森人一A発慌了。網瑞家的帯着几全力大的女人，上去抱庄，奇了刀，拾回厨中。李児車
児等突的哀天明紬。
　1．　r哀天叫地〕
　大声で泣き叫ぶさま。天地は泣く動作が天を御ぎ地に伏す形をいう。
　2．　〔見鶏殺鶏見犬殺犬〕
　　手あたり次第に殺数を行うrと。
〔訳〕
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　はてどうすればよいかと思っていますと，鳳，姐がピカピカ光る刀を手にして園に斬りこみ，鶏
犬のみさかいもなく斬りつけます。周瑞の妻がいく人か力持ちの女子衆をつれてきて抱きとめ，
刀をとりあげかかえて部屋に蓮びました。Ziエルや豊ルたちは大声で泣き叫んでいました。
　　4．　〔挨餓〕　（45，475）
　頼嬌嫡嘆道：〈我那里管他椚？由他偲宏裂！前児在家里給我儘羨，我没好話，我説：‘小子，捌説
亦是官了，横行覇道的！郁今年活了三十歳，墨然是人家酌奴才，一落娘胎胞児，主子的恩典，放
侭出来，上托着主子的洪福，下托着伽老子娘，也是公子母児似的，読書写字，也是Y美，老婆，
妨子捧鳳嵐似的，長了速仏大，外那里知道那“奴才”両字是急仏写ア只知道享福，也不知外爺爺
和鄭老子受的那苦悩，蒸了両三輩子，好容易揮出伺く送全東繭，夙小児三爽八唯，花的銀子照祥打
出郷逮介銀人児来了。到二十歳上，又蒙主子的恩典，許体措了前程在身上。伽霜那正糧正苗，忍
飢挨餓醜，要多少？体一イ、奴才秩子，仔細折了福！如今尿了十年，不知忽仏弄神弄鬼，求了主子，
又逸出来了。県官螢小，事情却大，作那一処的富，就是都一方凶父母，郷不安分蜜己，尽忠蝦国，
牽敬主子，只拍天也不容侮く！’”
1．〔挨餓」
　受餓。《双♪
2。　〔捧鳳恩似的〕
　捧。①爾手承物。②奉承，擁戴。〈双〉
　両乎で鳳想を捧げているようにQ
3．〔花的銀子照祥打禺檸迭冷銀人ル」
　注ぎこんだ金額でその人間と同等の大きさの純銀の人形を作ることができる。
4．　〔正根正苗〕
　　いい家柄に生を享けたものQ毛並のよい者。
5，　　〔忍角几挨餓的〕
　　ひもじい思いをしたり腹をすかしても食のない者。
6，〔奴才秩子〕
　奴才。瞬暁婬僕之称。
　秩子。凡草木初生可以移栽老皆日秩。魚苗日魚秩Q《汲〉
　奴隷の子。悪態語。奴才〉奴才秩子。
7．　　〔弄宇串罪鬼〕
　弄鬼。猶揚鬼，用誰計。《汲〉
　紳鬼。子日鬼神之YJ徳其盛灸乎。観之而弗晃所之而弗聞体物而不可遺。〈中庸〉
　注云。程子田鬼神天地之功用而造化之遊也張子田鬼神者二代之良能臨愚謂以二気雷則鬼者醗之霊也神者陽
之霊也以～筑言鋼至霧行伸番為神反而帰者為鬼其実一物葡とま。
　人は死ぬと鬼になり又一部は神になる・共に無形，無重，無音のもので紳は死後の世界に於ける陽の代表
老いいかえれば入閥にとっては‘÷’であり，蒐は鞍の代表煮であり（一一’であるということができる。入閥
が懲己の‘ダ面を嬬待する糎りの規郵ま神であり，鬼は常に人闘に‘一’簡を与える。故に人にかくれてこ
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　っそり行なわれる不圧な行為を表現する修飾語として鬼が用いられるのである。
〔訳〕
　頼乳母はため患まじりに，「あのこらがわしの手におえるものですか。勝手にさしておりますわ
い。先だっても家にいる折わしに挨拶にきたのでわしは甘い話はいたしませせん。わしは，『こ
りゃ・お前は非道な無法者の官吏になったということだが，お前は今年で30才，人さまの奴隷と
はいうものの，生まれ落ちるとすぐから御主暑のありがたいお情で気儘にさせてもらった上，上
はお上のおしあわせにあやかり，下はお前の父母のおかげで，いいところのおぼっちゃま並によ
みかきを智い，女子衆から婆や，乳母までつけていたX“き，まるで鳳風でも戴くようにかしずか
れてこんなに大きくなったんだ。お前にはあの“奴隷”の二字はどう書くかもわからんだろう？
いい騒1ばかり知っていて，お前のお爺やおやじさまが受けたあの二代三代じりじりと続いた蕾し
みはわかるまい，やっとお前というものを得たものの，小さい時からあれやこれやと災難つづき，
それにつかった銀子だけでもお葡ぐらいの大きさの銀の人間ができるくらいだ。そして20才にな
った時に御主君のお葱召しでお上のお役を買っていただいたというわけだ。お前，考えてもごら
んなさい。ちゃんとした家にお生まれの方でもそのHその日のおまんまに審欠く人がどれだけい
ることか？お前のようないやしい奴隷の子はよほど気をつけんと，そのうち罰があたって豫なこ
とはありませんぞ。それからの楽しい10年，今度又かげでどんな小縞工をしたかは存ぜぬが，お
上にお願いして又御召を受けることになった。県の御役は小さいかもしれぬが事はなかなかに大
きいもの，いずれの：L地の御役につくにしろ，そこではお前はその土地の父母も同然，身の程を
わきまえてお国に忠義，御1三讃へ御奉公しなければ，天Z）神様がお許しになる窪いそ』　といって
やりました。jといいました。
　　s．　〔挨罵〕　（55，383）
　玉釧児見他速般，也忍不這，起身説道：“験下去蟹！那世里造酌華，迭会子現世現援，叫我那一・
全眼晴礁的上！”一面説，一面“嚇”的一声叉笑了，端這湯来，宝玉笑道：“好姐姐，揮要生気，
只管在速里生曇！見了老太太，太太，可和俄着些，若迩迭祥，亦就要挨罵了。”玉釧児道：‘‘吃署，
吃雲！侭不用和我甜階蜜舌的了，我都知道晦！”説着，催宝玉嘔了両口湯。
1，〔挨罵〕
　　謂受罵Q＜洩＞
2．　〔現世現披〕
　謂作悪事当世即得悪蝦。＜汲》
　現“1：披（現時蝦）（現世現蝦）。旧賭一般入迷信因集之説，以為作善作悪，不援於今生，必披於来生。果振
晃於今生的，叫徹“現縫振”。＜小》
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○有暁得的，在背後顯蒋簸雷説道“趙謄子倣尽人，那得光此現世蝦。”（石点羨。10）
○当着千人万人面前，一↑在台L，一全在台下，蚕眉弄限，穿峻似的来去，遠才叫現匿蝦幌！（璽海花。24）
○前臼逮老道前来求親時，我偶只怪他不倫，登知是Al妖魔，今日也現時扱了。　（抽案隙奇。24）
3．　　‘那一介貝艮旦青賑套fi4」上〕
　　どちらの鼠で見たらいいというの，どう見ても感心できない。
4。　ξ甜鵬蜜香〕
　　　言胃善以甘雷ヌ寸ノ＼o　《浪〉
〔訳〕
　玉釧ルはこのありさまにじっとしておれなくなり，たちあがると，「さあ，横におなり遊ばせ。
いつの世の因果かは存じませぬが，今このような憂き目におなり遊ばして。私，どちらの屠で見
たらよろしうございますやら？（まともには見られない）」といいながらクスリと一声笑ってしま
いました。スープをもってゆくと宝玉はにっこりして，「お前さんもし腹を立てたいなら，ここで
お立てなさい。ご隠居さまや母上に会う時はもう少しにこやかにね。いつまでもそんな顔をして
いると叱られちゃうよ。」玉釧ルは，「召し上れ，召し上れ！私にそんなお降の上手なことはおっ
しゃらなくても結構，私は何もかも存じ上げています1」といいながら宝玉をうながして一q二
ロスープを飲ませました。
　　6．　　〔｝ftp弓ノレ〕　　（67，　745）
　且説趙嬢娘因見宝銀送了質孫些東西，心中甚是喜欧，想道：“怨不得別人都説那宝Y羨酪，会倣
人，根大方。如今看起来，果然不錯！他寄嵜能帯了多少東西来？他挨門児送到，昇不遺漏一処，
也不露出誰薄誰厚。連我椚逮祥没肘遂的，他都想劉了；要是那林Y羨，他杷我燗娘児椚正眼也不
礁，那里迩肯送我偲東購？”…面想，一面把那些東西翻来隻去的撰弄，礁看一鳳。
　　言胃逐家。〈浪〉
〔訳〕
　ところでお妾の趙氏は宝銀が賞環に贈物をしたので心中大いによろこび，「人さまがみな，あの
宝ちゃんはいい，ゆぎとどいていて鷹揚だというのも，もっともなことだ。今こうしてみてみる
とほんとにその通りだわ。あのこの兄さんがどれ程のものを持ってこれるというの，それをあの
こったら，一軒一軒配ってあるいて一か所も抜けるどころか，誰に厚く誰に薄いなどということ
もありません。私達のようなこんな落ちitiのものにさえちゃんと考えてくれているわ。もしこれ
が林のお嬢だったらどうだろう。あのこときたら私たち母子をまともに見ようともしないんだも
の，何で私たちにものなどくれるものですか。」と思いながらそれらの品物を裏むけたり，表向け
たりいじくりながらしげしげと見るのでした。
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　　7．〔挨一会是一会〕（77，883）
　周瑞塚的等人皆各有事，倣迭些事，便是不得巳了；況且又深恨他伺素日大祥，如今擢黒工夫所
他的話？因冷笑道：“我幼侭去蟹，別拉拉掻：劃：的了！我椚逐有正経事曙。誰是侭…介衣胞里爬出来
的？辞他闇緻什仏？体不這挨一・会是…会，堆道算了不成？依我説，快去雲！’㌧面説，一面恵不住
脚，直帯着出后角門去，司棋無奈，又不敢再説，只得眼着出来，
　玉．　〔挨一会是一会〕
　挨。等待，施延Q《汲〉
　少しの間引伸ばしたところで，それだけのことQ
　O凡染∫劫人幼銭的事，得挨的且挨一日（　）
　2，　〔誰是飼｛一全衣胞王韮幻爬｝出来的〕
　　誰方がお前と岡じ衣胞の中からはい繊して来た人なの？
〔訳〕
　周瑞の女房たちにしてみれば砦それぞれ仕事を持っています。こんなことをするのは止むを得
ぬからなのです。ましてEl頃から奥女中たちの大きな態度を憎々L．く思っている矢先ですから，
どこに彼女の話など聞くいとまなどございましょう。せせら笑うように，「さ，もう行った方が
いいよ。グズグズしないでさ，わしたちはまだお仕！罫があるんだよ、誰かお前と一’＋つおなかから
出たものでもいるというのかいア御挨拶をしてもしょうがないだろう。少しばかり時間をのばし
たところで，それだけのことさ、もういいとこあきらめたらどうなの、さあ，さっさと行きな
よ。」そラいいながら…向に足をとめようともせず，まっすぐに後のくぐりからつれて出ました。
司棋はどうすることもでぎず、それにもうこれ以上いう気力もなく，仕方なくくっついて愚て行
きました。
　　8。　　〔矢委臆浅屋白勺〕　　（83，941）
　母女同至金桂房門rl，所見里契正逐1婆災不1h。醇嬢蠣道：“侮く椚是怒仏着，又送仏豪翻宅乱起来
？迭迩像ノ↑’入家児疇？矯階浅量的，唯道都不伯親戚イ門PJi見笑話了驕？”金桂屋墨接声道：“我倒拍
人笑話曙！只是逮里‘拍帯顯倒竪，一一’也没三｝三子，也没奴才，也没大老婆，没小老婆，都是幌賑
世界’了！我燗夏象門子里没見這逮樺規矩，実在受不得檸｛門塚迭祥委屈了！”
　1．　〔1委傭浅麗的〕
　謂屠処不寛大，不厳密，対深宅大院而需。＜汲＞
　2．〔只是逮里‘掃帯顛倒竪，一’也没主子，也没奴才，也没大老婆，没小老婆，都是‘混賑世界’了！〕
　　混賑。htinzhangQ署入莞理光恥之詞。賑亦作帳。〈汲〉
　　ここの家だけは籍が逆さに立ててあって，虫人も居なければ召使いも居ない，妻も居ないし妾も居ない。
　まるで阿の秩序もない恥知らずばかりが住んでいる世界だ。
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〔訳〕
　母と娘が金桂の部屋の入口までゆくと，中で泣きわめく声が聞えてまいります。醐夷嬬は「あ
なた方どうなさったというの。又そろこんなに家中取り乱してしまって。これでも人らしい注居
といえますか？まるでそこいらのお長歴の衆みたいに。親戚の方たちに聞えて笑いものになって
もかまわないんじゃありますまいね。」金桂は中からすぐ言葉をついで，「私の方こそ人さまに笑
われるのを心配しているのですよ。ここのうちときたら竹箒を逆にたてたみたい。御艦人もいな
ければ召使いもいない。本妻というものもいないし，　といって二号さんがいるじゃなし，全くつ
かみどころのないところなんですもの／私たち夏の家ではこのようなしきたりは見たこともござ
いませんわ。もうとてもお宅のこんな蕾しみには耐えられませんわ／」といいました。
　　9．〔iS－一等〕　（45，451）
　費母先道：“我出二十両。”膵嬢嬬笑道：“我随着老太太，也是二十両。”邪央人王失人笑道：“我
椚不敢和老太太舛肩，自然媛…等，毎人十六爾嬰了。”尤氏李紋也笑道：“我椚自然又媛一等，毎
人十二両罷。”費母陀和李統道：“侭寡始失業的，那里逐鎧郁嵐逮冷銭，我替郷出了雲。”鳳姐忙笑
道；“老太太別高異，且算一算賑再撹事：老太太身上巳有両分曙，逮会子又替大媛子繊十二両，
一
説着高異，一会子園想又心疹了！迂后児又説：‘都是力鳳Y羨花了ee。）使冷巧法子，暎着我傘
出三四倍子来階里朴上，我迩傲夢麗！”説的余人都笑了。
　L　〔屡一等〕
　　一階級下。
　2．〔巧法子〕
　　その場の清況に合ったうまい手段。
　3．　〔三四倍子〕
　　三四倍。
〔訳〕
　質母が先に，「私は20爾出しましょう。」といいますと蘇嬢婿は笑いながら，「私は大奥様にな
らってやはり　20rkといたしましょう。」と申しました。邪夫人と王夫人はにっこりして，「私たち
は大奥様と肩を並べるなんてそんなこと。当然一段下ったところで各人が16闘位でようござんしょ
う。」尤氏と李紋も笑って，「私たちなら当然もう一つ下って12爾ずつですわ。」質母は急いで李統
に，「お前さんは後家の身でみいりのない身。どうしてお前にまでこのおあしを出させるものです
か。わしがお前にかわって出してあげよう。」といいますと鳳姐はあわてて，「御隠居様，そんな
に御気嫌になられてはいけませんわ。まあ一度勘定をしてからになすってはいかがです。御隠屠
様はもうお二人分お持ちになっていらっしゃるんですよ。今又大きいお媛さまの12爾お持ちにな
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ったりして一御気嫌でおっしゃっているうちはいいものの，しばらくしたら思い出されて，お
心が痛みますわよ／そして一一lfg　Hもたったら今度はこうおっしゃるでしょう。『これも皆鳳のやつ
に散財させられてしまった。』ってね。そしてうまい手を使って私に二，三倍も四倍も出させるよ
うにしむけてこつそり穴埋めなさるんですもの。それを肝心の私が夢でも見ているように何も知
らないときてますわ。1といいましたので，皆さんは大笑いなさいました。
　　10．　〔愛巴物ル〕（73，813）
　一吋，費母歓駒，大家散嵐；都知質母生航，皆不敢回家，只得在此暫候。尤氏劉鳳姐児処来閑
話了一回，函他也不自在，只得園内去閑談。邪夫人在王夫人処坐了一踊，也要到幽内走走。剛至
園門前，只見賞母房内的小Y羨子，名喚優大姐的，笑僖嗜走来，手内傘着イ’花紅柳緑的東西，低
契礁着只管走，不防迎契撞見邪夫入，嬢契看見，方才姑佐。那夫入閃説：“逮優￥契，又得Ai什仏
愛巴物児，逮祥窟欧？傘来我礁礁。”
　原来迭優大姐年方十四歳，是新挑上来給質母逮迦專微粗活的。　照他生的体肥面闊，爾只大脚，
微粗活根爽利簡捷，且心性愚頑，一無知識，出欝可以発笑。質母喜欧，便起名力“優大姫”。若有
錯失，也不苛責他。無事肘，便入園内来玩要。正往山石背后掬促織去，忽冤一・↑’五彩誘香嚢，上
面誘的井非花鳥等物，一・面卸是爾冷人，赤条条的縮抱；一面是几冷字。逮痴Y契原不認得是春意
児，心下打貴：‘‘敢是画ゴ藪棚：〕二袈？不就是爾全人打架曙？”左右猜解不来，正要傘去給費母看曜，
所以笑嗜に喜走翻。忽見那夫入如此説，便笑道：“太太真全説的巧，真是奈愛巴物児！太太礁一礁。”
説着，便送透去。
　邪夫人接来…看，嚇得連忙死累藻庄，忙聞：“郁量那里得自く9？”櫻大姐道：“我掬促織児，在山子
石后美撞的。”邪夫人道：“快別告訴入！遠不是婦東西。連檸也要打死麗。園伽素臼是そ＼櫻Y共，
以后再別提了。”逮優大姐所了，反嚇得黄了絵，説：“再不敢了！”藤了羨，呆呆而去。
　L　〔愛巴物ル〕
　　心愛之物。〈浪〉
　　岡‘愛八寄ル’，可愛的東i’獅1鋼作反話，意思是‘討繊［勺｛劇火’〈小〉
　○我和他井水不犯河水，悠仏就神了他？好杢愛八寄ル，在外羨什仏人不見，偏来了就沖了。　（69）
　2。　　〔赤条条酌〕
　　一光牽娃之謂。〈汲〉
　　精光。〈小〉
　○把錆金帳子下了，脱得赤条条地，跳上｝休玄坐了。（水濡。5）
　○刻知遠輸了三十貫銭，身騨赤条条地，把如鳥鴉中弾，滋魚失波・　（五代史平話）
　3．　〔爾杢妖精打架」
　　妖精：俗謂物之fヒ成精怪渚。＜洩》
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人間以外の動物植物鉱物等が数百年以上の修業の結果，神通力を具えるにいたったもの。通常その所属す
る名称を修餓語にして‘精’をつi’　｝’る。例：狗精
4．　〔死緊擦住」
　しっかり握りしめて放さぬこと。
5．　〔呆呆而去〕
　呆気にとられて立ち去った。
鹿糖等。見済公飯。
〔訳〕
　しばらくして頁母は午睡をとりましたので，皆はそれぞれ引取りましたが，’誰も砦要母が御気
嫌を悪くしているのを知っていましたから，家には帰らずにここでしばらく待つことにいたしま
した。尤氏は鳳姐のとaろでちょっと世間話をしましたが，彼女も不愉快そうなようすなので園
に行っておしゃべりをしました。邪央人は王夫人のところで一休みしてやはり園の方に出かけま
した。園の入口まできたと思うと，質母の部崖の女中で優大姐（まぬけなむすめの意）と呼ばれ
ているこが，いかにもうれしそうなようすでやってまいります。見れば手に紅や綴に彩られた菱
しいものを持ってうつむきかげんにそれを見ながら歩いてきます。出しぬけに那央人にぶつかり，
顔をあげやっととまりました。耶央人はそこで，「このまぬけったら。又何をそんなにいいもの
を兇つけたっていうの。大そうよろこんで。見せてごらん私に。」といいました。もともとこの優
大姐は14歳になったばかりで，今度新たに費母のところで下働きをさせるために連れてこられた
ものです。彼女は生まれつき大柄で大きな顔をしていて，二つの大きな足であら仕事を大変テキ
パキと手際よくいたします。それに性根は愚擁で，知識は何もありませんが，ものをいわすとあ
たりに笑いをふりまきます。費母はそれをよろこばれて『優大姐』と多づけてやりました。そん
なわけで，何か粗忽があってもひどく彼女を責めるようなことはいたしません。用事がなければ
園にきて遊んでいました。了慶築山のうしろにこおろぎをつかまえに行った時，ふと極彩色の匂
袋を見つけました。袋の上のぬいとりは花鳥などというものではなく，片側は人が二入全裸の姿
で抱きあった図です。片側にはいくつか字がありました。　この頭のうすい女の子はそれが春癒で
あるなどとはもともと知りません。心の中で，ff一きっとこれは二距の妖精がけんかしているか，で
なければ二人の人間が争っているのにちがいないと想い，とつおいつ想案いたしましたがわかり
ません。そこで持っていって質母に見せようとして，あんなにうれしそうにして帰るところだっ
たのです。突然那夫人にこういわれましたので笑いながら，「奥様，その通りですのよ。すごくい
いものですの／どうぞごらん下さい。」といいながら渡しました。
　那夫人は受取って一目見るや，びっくりして慌ててしっかり手につかむとせきこんで，「お前は
どこでこれを？」優大嬉は，「私がこおろぎをとっている時，築由のうしろで拾いました。」那夫人
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は「絶婦誰にもいったらいけないよ。これはいいものじゃありません。お前までひどい撫こあい
ますよ。ふだんからお前はまぬけな子だけど，今後金輪際いうんじゃないよ。」といいました。優
大嬢はそういわれて逆にびっくりしてまっさおになり，「もう二度といたしません。」と頭をぶつ
けてお辞儀をすると狐につままれたようなさまで立ち去りました。
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